
4.1.E6	 人と自然の調和

4.1.E6.01　自然資本・生態系サービス

領域の定義

自然により形成される資本（自然資本）とそこから生み出される生態系サービスの評価、予測に係る
研究開発動向を扱う。生態系サービスに代わる概念として近年提案されている「自然がもたらすもの
（nature's	contribution	to	people：NCP）」も対象に含める。人間社会と生態系が相互に関連する
「社会―生態システム（social–ecological	system）」を統合的に捉えることを目指して複数の生態系
サービス間の連関や将来予測、生態系サービスがもたらす多様な価値の評価、社会―生態システムの
統合評価などを行う学際的な研究開発が対象となる。また社会―生態システムのガバナンス、気候変
動適応や防災・減災への活用など社会の多様な主体が参加する超学際的研究も含む。

図4.1-E6.01-1　自然資本・生態系サービス領域における論文数の動向①
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図4.1-E6.01-2　自然資本・生態系サービス領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E6.01-3　自然資本・生態系サービス領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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4.1.E6.02　気候変動影響評価・適応

領域の定義

気候変動の影響評価、リスク解析および適応のための研究開発や技術開発を扱う。影響評価について
はダウンスケーリングやシナリオなどの分野横断的な手法・技術の開発およびそれを用いた先進事例
を対象とする。適応についてはいわゆる7分野（農業・林業・水産業、水環境・水資源、自然生態系、
自然災害・沿岸域、健康、産業・経済活動、国民生活・都市生活）のうち主として農業・林業・水産
業と健康を対象とする。

図4.1-E6.02-1　気候変動影響評価・適応領域における論文数の動向①
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E6.02-2　気候変動影響評価・適応領域における論文数の動向②
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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図4.1-E6.02-3　気候変動影響評価・適応領域における特許ファミリー件数の動向
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研究開発の俯瞰報告書　　論文・特許データ分析（2025年）
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